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2025年めざした長野県の医療・介護を考える ★ 

  ―県民シンポジウム開かれるー 

◆P1～P3；2025年めざした長野県の医療・介護を考える 県民シンポジウム開かれる 

◆P3～P4；「特別支援教育を考える」総合研究会開かれる 
◆P4～P5；ポプラの会 定期総会開かれる ◆P5；ＮＯ！戦争法 長野県民集会に2800人 

◆P6；介護保険優先から統合へ？ 不安募る福祉の動向 

◆P7；コラム 「差別」をめぐって  旭 洋一郎（長野大学教授） 

◆P8；お知らせコーナー （このお知らせコーナーへの情報を寄せて下さい。）  

 

紙
面
の
案
内 

 

二
〇
二
五
年
め
ざ
し
た
長
野
県
の

医
療
・
介
護
を
考
え
る
県
民
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
六
月
二
一
日
（
日
）
松

本
市
の
浅
間
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は

県
保
険
医
協
会
、
県
難
病
患
者
連
絡

協
議
会
な
ど
四
団
体
で
構
成
す
る
長

野
県
医
療
団
体
連
絡
会
で
す
。 

 

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
な
ど
介
護

保
険
制
度
の
改
悪
や
こ
の
国
会
で
改

悪
さ
れ
た
医
療
制
度
に
対
す
る
危
機

感
か
ら
二
五
五
名
の
参
加
者
が
集
い

ま
し
た
。 

   

主
催
者
を
代
表
し
県
医
療
労
働
組

合
連
合
会
執
行
委
員
長
の
小
林
吟
子

さ
ん
は
、
国
の
戦
争
法
案
・
軍
拡
な

ど
の
動
き
と
一
体
と
な
っ
た
社
会
保

障
削
減
に
強
い
懸
念
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
国
の
方
針
に
た
だ
追
従
す

る
の
で
は
な
く
、
「
二
〇
二
五
年
を

め
ざ
し
長
野
県
の
医
療
・
介
護
の
在

り
方
を
一
緒
に
考
え
あ
い
ま
し
ょ

う
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
を
語

り
ま
し
た
。 

 

基
調
講
演
は
、
長
野
県
健
康
福
祉

部
の
衛
生
技
監
・
山
本
英
紀
氏
に
よ

り
、
長
野
県
の
医
療
・
介
護
提
供
体

制
の
将
来
像
と
課
題
」
と
の
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
氏
は
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
国
の
医

療
・
介
護
提
供
体
制
の
方
針
や
、
こ

の
方
針
に
沿
っ
た
県
の
施
策
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
追
加
し
、
国
の
病
床
削

減
方
針
（
医
療
機
能
別
必
要
病
床
数

の
算
定
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

と
県
の
対
応
に
つ
い
て
も
説
明
を
補

足
し
ま
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
嘉
隆
氏
（
県
民
医

連
会
長
）
が
、
▽
世
界
と
日
本
の
医

療
の
比
較
▽
予
想
さ
れ
る
事
態
と
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
社
会
を
創
る
た
め
の
私
た
ち

の
課
題
に
つ
い
て
、
資
料
を
基
に
提

起
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
名
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

に
実
態
や
目
指
す
べ
き
も
の
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。 

 ◇
北
澤
彰
浩
氏
（
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

佐
久
総
合
病
院
診
療
部
長
・
医
師
） 

北
澤
さ
ん
は
、
「
急
性
期
病
院
、

特
に
地
域
支
援
病
院
と
も
な
る
と
、

地
域
に
お
け
る
様
々
な
要
素
を
考
え
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る
と
平
均
在
院
日
数
は
十
一
日
前
後
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
入
院

時
に
は
退
院
先
の
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

な
い
と
安
心
し
て
入
院
で
き
な
い
状

況
」
「
と
り
わ
け
医
療
介
護
の
連
携
が

必
要
な
介
護
保
険
利
用
者
や
そ
の
家

族
、
担
当
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
等
に
と
っ
て
は
、
大
変

深
刻
な
問
題
」
「
以
前
な
ら
、
病
院
か

ら
退
院
の
連
絡
を
受
け
て
一
週
間
ほ
ど

調
整
し
て
、
退
院
時
調
整
会
議
を
経
て

退
院
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た

が
、
現
在
で
は
時
間
を
か
け
て
の
調
整

は
不
可
能
」
「
普
段
か
ら
の
、
ま
た
入

院
当
初
か
ら
の
医
療
と
介
護
の
連
携
は

欠
か
せ
な
い
…
良
い
シ
ス
テ
ム
構
築
を

考
え
合
い
た
い
」
と
課
題
提
起
を
し
ま

し
た
。 

 

護
師
を
活
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
ま
し

た
。
研
修
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
研
修
の
成
果
が
示
さ
れ
る
と
同
時

に
、
研
修
の
継
続
の
必
要
性
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 ◇
塩
原
孝
子
氏
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
） 

塩
原
さ
ん
は
、
介
護
保
険
の
変
遷
を
簡

単
に
紹
介
し
た
後
、
二
〇
一
五
年
の
改
正

の
内
容
と
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

予
防
を
担
当
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
の

悩
み
と
し
て
、
①
介
護
報
酬
改
定
（
引
き

下
げ
）
に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル

パ
ー
利
用
に
既
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
②

高
齢
障
害
者
や
認
知
症
高
齢
者
の
総
合
事

業
へ
の
移
行
の
課
題
が
あ
る
な
ど
と
述

べ
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
介
護
保
険
優

先
条
項
（
六
五
歳
問
題
）
の
問
題
点
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
願
う
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

は
、
民
医
連
が
目
指
す
「
無
差
別
平
等
」

「
憲
法
が
生
か
さ
れ
る
制
度
」
で
す
。
憲

法
二
五
条
「
生
存
権
」
、
十
三
条
「
幸
福

追
求
権
」
、
十
四
条
「
法
の
下
の
平
等
」

を
目
指
し
た
い
と
結
び
ま
し
た
。 

 ◇
北
沢
和
雄
氏
（
県
難
病
連
） 

北
沢
さ
ん
は
、
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児

を
守
る
会
に
入
り
、
活
動
を
始
め
た
経
過

な
ど
を
語
り
、
難
病
新
法
の
成
立
及
び
、

難
病
と
障
害
者
総
合
支
援
法
の
か
か
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

難
病
患
者
と
家
族
の
生
き
に
く
さ
と
し

て
、
▽
医
療
・
治
療
の
難
し
さ
▽
暮
ら
し

◇
野
口
修
氏
（
元
の
気
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
医
師
） 

野
口
さ
ん
は
、
病
院
、
診
療
所
な
ど
医

療
内
の
連
携
や
介
護
保
険
関
連
従
事
者
、

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
医
療
外
の
関
係
機
関

ほ
か
と
の
連
携
の
必
要
性
を
強
調
し
な
が

ら
、
現
在
の
国
の
医
療
に
対
す
る
施
策
を

強
く
批
判
し
ま
し
た
。
医
療
費
抑
制
の
た

め
に
「
治
っ
て
い
な
い
の
に
ど
ん
ど
ん
退

院
さ
せ
る
」
、
病
院
の
敷
居
が
高
く
な

り
、
「
命
が
崖
っ
ぷ
ち
に
到
ら
な
い
と
救

急
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
、
別
荘
滞
在

の
女
性
が
救
急
外
来
を
訪
れ
た
が
帰
宅
さ

せ
ら
れ
、
ほ
ど
な
く
心
肺
停
止
で
担
ぎ
込

ま
れ
た
具
体
的
な
事
件
を
紹
介
し
ま
し

た
。 

 ◇
高
橋
光
子
氏
（
諏
訪
赤
十
字
訪
問
介
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者
・
看
護
師
） 

高
橋
さ
ん
は
、
在
宅
療
養
者
の
現
状
と

し
て
、
①
在
院
日
数
が
短
縮
さ
れ
、
医
療

依
存
度
が
高
い
状
況
で
の
在
宅
移
行
②

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
完
結
型
医
療
・
介
護
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
宅
ほ
か
施
設
等
で
療
養

者
を
支
え
る
、
医
療
、
介
護
職
の
知
識
・

技
能
の
向
上
が
必
要
と
述
べ
、
諏
訪
市
内

の
介
護
施
設
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
介
護
職
に
「
病
気

の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
」
「
十
分
な
対
応

が
難
し
い
」
な
ど
の
不
安
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
基
礎
的
な
医
学
の
研

修
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
顔
の

見
え
る
関
係
性
を
築
き
、
相
談
窓
口
を
つ

く
り
、
諏
訪
赤
十
字
の
専
門
性
の
高
い
看

に
く
さ
▽
社
会
活
動
の
制
限
が
あ
る
と

し
、
山
積
す
る
主
な
課
題
と
し
て
次
の
五

点
を
挙
げ
ま
し
た
。
①
医
療
、
福
祉
、
介

護
、
就
労
支
援
、
教
育
、
住
宅
な
ど
を
含

め
た
総
合
的
な
難
病
対
策
の
充
実
②
難
病

や
長
期
慢
性
疾
患
患
者
の
医
療
費
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
長
期
療
養
給
付
制
度
の
導

入
、
高
額
医
療
制
度
の
見
直
し
③
難
病
・

慢
性
疾
患
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
医
療

と
福
祉
、
就
労
な
ど
の
自
立
で
き
る
成
人

を
目
指
す
た
め
の
支
援
の
充
実
④
県
難
病

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
患
者
・
家

族
団
体
へ
の
支
援
⑤
「
六
五
歳
問
題
」

（
介
護
保
険
優
先
条
項
）
で
六
五
歳
に
な

る
と
一
割
の
利
用
料
負
担
が
生
じ
る
。 

 

さ
ら
に
、
「
四
〇
年
前
に
私
た
ち
が

活
動
を
始
め
た
こ
ろ
は
『
一
日
も
早
く
難

病
の
原
因
の
究
明
と
治
療
法
の
開
発
を
』

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
活
動
を
進
め
て
い
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ま
し
た
が
、
現
在
は
単
に
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
患
者
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
難
病
対
策
で
あ
り
、
地
域

で
普
通
の
人
間
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
難
病
対
策
」
と
強
調
し
ま

し
た
。 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
嘉
隆
氏

は
、
「
医
療
、
福
祉
、
介
護
の
連
携
が

鍵
だ
」
と
意
見
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

フ
ロ
ア
ー
か
ら
、
「
日
本
の
社
会
保

障
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
ダ
メ
に
な

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
も

広
範
囲
す
ぎ
る
」
「
介
護
の
方
向
性
が

見
え
な
い
」
「
県
は
真
剣
に
、
財
政
面

や
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
特
別
支
援
教
育
を
考
え
る
」
総
合
研

究
会
が
六
月
二
〇
日
、
高
校
教
育
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
高
等
学
校

教
育
文
化
会
議
、
全
国
障
害
者
問
題
研
究

会
長
野
支
部
と
県
障
害
者
運
動
推
進
協
議

会
の
共
催
に
よ
り
今
回
で
八
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。 

開
会
の
挨
拶
で
教
育
文
化
会
議
の
柳
澤

俊
文
さ
ん
は
、
「
最
初
は
困
難
を
抱
え
る

生
徒
た
ち
の
こ
と
が
理
解
で
き
ず
、
『
発

達
障
害
っ
て
何
？
』
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
三
者
で
協
力
し
、
実
践
を
重
ね
、
交

流
し
合
い
、
制
度
の
課
題
を
含
め
積
み
重

ね
八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
一
歩
一
歩
進

め
る
た
め
に
、
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
会
の
経
過
と
意
義
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
「
課
題
提
起
」
と
し
て
、
全
障
研
事
務

局
長
の
坂
戸
千
明
さ
ん
か
ら
、
障
害
の
あ

る
生
徒
の
高
等
学
校
進
学
に
か
か
わ
る
現

状
を
中
心
に
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
卒
業
生

は
平
成
二
五
年
度
六
六
〇
名
、
う
ち
四
四

三
名
（
六
七
・
一
％
）
が
高
等
学
校
に
進

学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
進
学
率
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の

中
学
部
卒
業
生
の
中
に
も
、
少
人
数
（
同

年
度
八
名
）
で
す
が
、
高
校
に
進
学
す
る

者
が
い
ま
す
。 

小
・
中
学
校
の
在
籍
者
で
発
達
障
が
い

と
診
断
さ
れ
て
い
る
者
は
平
成
二
六
年
度

三
・
二
六
％
と
理
解
が
拡
が
る
に
つ
れ

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
同
年

一
・
三
％
で
す
が
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
「
特
別
な
支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
生
徒
」
は
、
二
・
二
七
％
と
な
っ
て
お

り
、
理
解
が
進
む
に
従
い
さ
ら
に
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
県
教
委
は
、

①
研
究
指
定
校
六
校
に
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
配
置
し
、
生
徒
支
援
の
方
法
や
内

容
、
校
内
支
援
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て

研
究
②
全
て
の
高
校
を
対
象
と
し
「
高
等

学
校
特
別
支
援
教
育
研
究
会
」
（
研
修
）

を
年
三
回
開
催
し
、
モ
デ
ル
研
究
校
に
お

け
る
実
践
状
況
を
共
有
し
、
発
達
障
が
い

の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
力
向
上
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。 

 

講
演
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
京
都
府
立

高
校
特
別
支
援
・
進
路
支
援
教
員
を
務
め

る
谷
口
藤
雄
さ
ん
に
よ
り
、
「
高
校
に
お

け
る
特
別
支
援
教
育
を
進
め
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

谷
口
さ
ん
は
、
「
特
別
支
援
学
校
は

既
に
体
制
が
整
っ
て
い
る
が
、
高
校
は
で

き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
」
と
課

題
意
識
を
述
べ
「
声
を
あ
げ
、
ま
ず
は
、

学
校
で
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
自
身
が
立
ち
上

げ
て
き
た
、
校
内
体
制
と
校
外
の
専
門
職

や
専
門
機
関
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い

て
詳
し
く
報
告
し
ま
し
た
。 

生
徒
の
進
路
・
就
職
問
題
に
つ
い
て

は
、
権
利
と
し
て
の
福
祉
制
度
・
手
帳
制

度
の
活
用
、
家
庭
や
本
人
の
障
害
受
容
の

大
切
さ
と
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
方
な

ど
に
つ
い
て
具
体
例
を
通
し
紹
介
し
ま
し

た
。 高

校
は
長
い
間
「
適
格
者
主
義
」
に
よ

り
、
「
生
徒
を
学
校
に
合
わ
せ
る
」
考
え

方
を
し
て
き
た
。
本
来
の
教
育
は
、
生
徒

一
人
一
人
の
学
び
、
発
達
を
保
障
す
る
こ

と
だ
と
し
、
国
際
的
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
「
合
理
的
配
慮
」
の
考
え
方
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高

校
で
課
題
と
な
る
「
評
価
」
に
つ
い

て
、
文
科
省
の
定
め
る
学
習
指
導
要
領

で
さ
え
「
学
習
の
遅
れ
が
ち
な
生
徒
な

ど
に
つ
い
て
…
実
態
に
応
じ
…
義
務
教

育
段
階
の
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
を

図
る
た
め
…
指
導
内
容
や
指
導
方
法
を

工
夫
す
る
…
」
「
生
徒
の
良
い
点
や
進

歩
の
状
況
な
ど
を
積
極
的
に
評
価
す
る

と
と
も
に
、
指
導
の
過
程
や
成
果
を
評

価
し
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
点
数
や
偏
差
値
の
み
で
評
価
す
る

こ
と
は
間
違
い
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

  

昼
食
休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
に
は
、

高
等
学
校
現
場
三
校
か
ら
の
報
告
が
あ

り
、
質
疑
や
意
見
交
流
を
行
い
ま
し

た
。 

◇
下
高
井
農
林
高
校
の
宮
島
樹
里
さ
ん 

 

下
高
井
農
林
高
校
は
、
平
成
二
六
年

度
、
特
別
支
援
教
育
研
究
指
定
校
と
し

て
研
究
・
実
践
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を

報
告
し
ま
し
た
。
高
校
と
し
て
、
特
別

支
援
教
育
連
携
協
議
会
（
北
信
圏
域
六

市
町
村
の
福
祉
・
教
育
関
係
者
な
ど
で

構
成
）
に
参
加
し
「
農
林
高
校
特
別
支

援
教
育
連
絡
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
飯

山
市
特
別
支
援
教
育
関
係
者
会
議
に
参

加
し
ま
し
た
。 

校
内
で
は
、
一
年
生
必
須
科
目
と
し

て
、
「
学
び
直
し
」
と
社
会
人
・
職
業

人
と
し
て
必
要
な
教
養
や
マ
ナ
ー
を
身

に
受
け
る
学
習
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
員
に
よ
る
生
徒
へ
の
個
別

―高等学校における特別支援教

育の発展をめざし！－ 
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対
応
、
生
徒
の
情
報
共
有
化
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
取
組
み
、
校
内
職
員
研
修
の

開
催
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

支
援
員
の
活
用
に
よ
り
、
生
徒
理

解
、
授
業
や
個
別
支
援
等
の
改
善
、
外

部
機
関
と
つ
な
ぐ
「
支
援
マ
ッ
プ
」
の

作
成
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
員
の
力
が
発
揮
で
き
る
体
制
作
り

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ◇
富
士
見
高
校
の
浜
順
二
さ
ん 

 

富
士
見
高
校
は
、
二
〇
一
五
年
三
月

末
ま
で
の
二
年
間
、
「
高
等
学
校
社
会

的
自
立
支
援
事
業
」
（
い
じ
め
対
策
等

生
徒
指
導
推
進
事
業
）
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
高
校
に
お
け
る
不
登
校
生
徒

を
含
め
た
長
期
欠
席
者
、
発
達
障
が
い

者
及
び
発
達
障
が
い
に
起
因
し
た
問
題

行
動
に
よ
り
中
途
退
学
に
到
る
者
に
対

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
団
体
の
活
動

と
連
携
し
た
支
援
体
制
づ
く
り
に
よ
り

社
会
的
自
立
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
①
校
内
支
援
委
員
会

（
教
頭
、
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
養

護
教
諭
、
各
学
年
主
任
、
担
任
）
の
設

置
②
支
援
員
※
（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
、
発
達
障
が
い
支
援
員
、
就
職
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
配
置
③
校
内
個
別
支

援
会
議
（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、
発

達
障
が
い
支
援
員
、
就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
学
校
職
員
の
情
報
の
交
換
及
び

共
有
）
の
開
催 

（
※
支
援
員
は
、
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
。
一
月
末
ま
で
を
め
ど
に
二
十
回
来

校
、
一
日
四
時
間
上
限
） 

 

教
職
員
だ
け
で
な
い
、
様
々
な
専
門

職
が
多
様
な
視
点
で
支
援
に
当
た
る
こ
と

に
よ
り
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
①
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
生
徒
や
家
族
の
課
題
②
医
療
機
関
と

支
援
員
と
の
見
解
が
異
な
る
な
ど
、
支
援

体
制
の
整
備
・
調
整
の
難
し
さ
③
多
忙
な

支
援
員
等
の
実
情
や
旅
費
な
ど
財
政
的
な

課
題
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◇
箕
輪
進
修
高
校
の
北
原
恵
美
さ
ん 

箕
輪
進
修
高
校
は
、
平
成
二
六
年
度

「
高
等
学
校
に
お
け
る
個
々
の
能
力
・
才

能
を
伸
ば
す
特
別
支
援
教
育
」
事
業
を
実

践
し
て
い
る
高
校
で
す
。
全
国
の
二
府
一

道
十
三
県
一
市
の
十
九
校
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
箕
輪
進
修
高
校
は
、
多

部
・
単
位
制
高
校
で
す
。
前
期
選
抜
の
生

徒
募
集
の
観
点
と
し
て
「
大
集
団
で
の
学

習
活
動
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校
等
の
理
由

で
中
学
校
ま
で
の
学
習
は
必
ず
し
も
十
分

と
は
い
え
な
い
と
い
う
場
合
で
も
高
校
で

学
習
し
た
い
と
い
う
、
自
発
的
で
強
い
意

欲
を
持
っ
て
い
る
」
生
徒
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。 

 

多
部
・
単
位
制
高
校
の
特
性
を
生
か

し
、
発
達
・
知
的
障
害
や
精
神
疾
患
の
あ

る
生
徒
に
対
し
て
、
「
丁
寧
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」
「
少
人
数
授
業
の
促
進
」
「
わ
か

る
授
業
づ
く
り
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
般
化
」
「
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
な
ど
を
実
践
し
て
い
ま

す
。 

 

北
原
さ
ん
は
、
「
な
ぜ
、
高
校
に
特

別
支
援
教
育
的
視
点
が
定
着
し
に
く
い

か
」
と
高
校
現
場
に
あ
る
課
題
を
率
直

に
述
べ
な
が
ら
、
長
野
県
の
高
校
に
つ

い
て
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
七
年
目

と
な
り
、
着
実
に
定
着
・
前
進
し
て
き

て
い
る
面
も
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
後
、
障
害
者
の
権
利
条
約
「
合

理
的
配
慮
」
な
ど
の
理
解
、
高
校
で
の

一
層
の
教
育
条
件
整
備
の
期
待
を
語
り

ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
日
々
、
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
中
で
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
悩
み
は

つ
き
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
交

え
て
の
内
容
で
分
か
り
易
く
、
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
」
「
他
の
学
校
で
も
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

ま
た
様
々
な
取
り
組
み
の
例
を
聞
き
参

考
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
会
の

今
後
の
継
続
と
あ
わ
せ
、
「
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
、
高
校
、
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
種
事
業
所
、
保
護
者
、
専
門

職
の
い
っ
そ
う
の
連
携
」
を
望
む
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
プ
ラ
の
会
（
会
長
・

山
本
悦
夫
）
は
、
六
月
六
日
（
土
）
長

野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
二
七
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

山
本
会
長
及
び
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
平
成
二
六
年
度
の
事
業
及
び
活

動
報
告
と
決
算
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

結
成
十
年
を
迎
え
、
ポ
プ
ラ
の
会
は

着
実
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
、
事
務
局

を
中
心
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
行
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
仲
間
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
延
べ
件
数
で
年
間
五
〇
八

件
に
上
り
ま
す
。 

― 支えあい 一歩踏み出

すために － 
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が
広
が
り
、
「
当
事
者
の
生
の
声
を
聞
き

た
い
」
と
の
要
請
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
本
年
度
既
に
九
件
の
要
請

が
あ
り
、
ポ
プ
ラ
の
会
は
、
自
ら
研
修
を

積
み
な
が
ら
こ
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
努

力
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
の
社
会
的
責
務
に
い
っ
そ
う

応
え
、
利
用
者
の
人
権
を
守
る
運
営
に
努

め
る
た
め
に
、
会
に
第
三
者
委
員
会
を
置

く
こ
と
と
し
、
二
名
の
委
員
を
委
嘱
、
総

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
一
名
を
当

会
の
原
副
代
表
が
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

総
会
終
了
後
、
夏
目
宏
明
氏
（
県
精
神

保
健
福
祉
士
協
会
副
会
長
）
を
講
師
に
、

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
目
氏

は
、
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
「
自
分
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
語
り
掛
け
、
多

く
の
参
加
者
か
ら
共
感
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

を
語
り
、
「
積
極
的
平
和
主
義
」
な
ど

と
い
う
言
葉
で
平
和
を
壊
そ
う
と
す
る

安
倍
政
権
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
「
男
性

と
女
性
が
深
く
愛
し
合
え
ば
、
戦
争
は

な
く
な
る
。
愛
す
る
夫
や
恋
人
を
戦
場

へ
送
る
、
愛
す
る
妻
や
恋
人
を
残
し
て

命
を
捨
て
に
戦
場
へ
は
行
か
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。
「
私
の
言
葉
で
平
和
が

守
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
何
百
時
間
で
も

命
の
続
く
限
り
話
し
続
け
る
」
と
の
気

迫
は
、
参
加
者
の
熱
い
思
い
を
い
っ
そ

う
滾
ら
せ
ま
し
た
。 

呼
び
か
け
人
の
一
人
、
弁
護
士
の
滝

澤
修
一
さ
ん
は
、
今
月
四
日
に
開
か
れ

た
衆
院
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
、
与

党
・
自
民
党
の
推
薦
し
た
参
考
人
を
含

め
三
人
の
憲
法
学
者
全
員
が
、
今
回
の

法
案
を
「
違
憲
」
と
述
べ
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
私
た
ち
弁

護
士
も
法
律
の
専
門
家
で
す
。
私
た
ち

は
、
各
都
道
府
県
の
弁
護
士
会
に
強
制

加
入
し
、
全
国
の
組
織
も
あ
り
ま
す
。

全
国
の
弁
護
士
会
を
含
め
、
全
国
す
べ

て
の
弁
護
士
会
が
、
今
回
の
法
案
を

『
違
憲
』
だ
と
考
え
声
明
等
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
国
の
法
制
度
上
も

憲
法
に
違
反
す
る
『
戦
争
法
案
』
を
絶

対
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

県
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た

後
、
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
行
進
し
ま
し

た
。
御
開
帳
後
の
静
か
な
街
で
す
が
、

沿
道
か
ら
激
励
の
手
を
振
る
市
民
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
創
作
・
交
流
・
学
び
の
場
づ
く
り

事
業
」
で
は
、
月
一
回
の
お
茶
の
み
交

流
会
、
年
一
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

月
二
回
の
絵
画
教
室
や
英
会
話
教
室
、

ペ
ン
習
字
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
ほ
か
、
仲

間
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
講
師
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
、
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
社
会
参
加
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。 年

三
回
の
「
ポ
プ
ラ
だ
よ
り
」
の
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

行
政
や
議
会
等
に
対
す
る
働
き
か
け

も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年

度
は
、
「
精
神
障
が
い
者
も
病
院
で
は

な
く
地
域
で
暮
ら
し
た
い
信
州
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
国
の
病
棟
転

換
型
居
住
系
施
設
問
題
に
つ
い
て
、
県

議
会
請
願
を
行
い
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。 

続
い
て
平
成
二
七
年
度
の
事
業
計
画

や
予
算
並
び
に
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
内
容

で
す
。
と
り
わ
け
目
を
引
い
た
こ
と

は
、
「
当
事
者
講
師
の
派
遣
」
事
業
で

す
。
や
っ
と
、
「
精
神
障
が
い
」
へ
の

理
解
を
広
げ
よ
う
と
す
る
社
会
的
認
識

   

Ｎ
Ｏ
！
「
戦
争
す
る
国
」
活
か
そ

う
！
平
和
憲
法
六
・
七
長
野
県
民
集
会

が
長
野
市
の
ひ
ま
わ
り
公
園
で
開
催
さ

れ
、
全
県
か
ら
約
二
八
〇
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
県
内
の
二
六
人
が
呼
び
か

け
人
と
な
り
、
憲
法
九
条
を
守
る
県
民

過
半
数
署
名
を
進
め
る
会
」
「
戦
争
を

さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
信

州
」
な
ど
六
団
体
が
事
務
局
を
担
当
し

ま
し
た
。 

「
戦
争
法
案
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
」

と
の
一
致
点
で
、
立
場
や
組
織
の
違
い

を
超
え
大
同
団
結
し
、
来
賓
と
し
て
篠

原
孝
衆
院
議
員
（
民
主
党
）
、
藤
野
保

史
衆
院
議
員
（
共
産
党
）
、
竹
内
久
幸

県
会
議
員
（
社
民
党
）
の
三
氏
が
挨
拶

し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
万
雷
の
握
手
を
浴
び
た

の
は
、
今
年
百
歳
に
な
る
「
む
の
た
け

じ
」
さ
ん
の
講
演
で
す
。
従
軍
記
者
と

し
て
先
の
戦
争
を
体
験
し
、
強
制
疎
開

や
愛
す
る
夫
の
死
な
ど
に
直
面
し
た
、

当
時
の
子
ど
も
た
ち
や
女
性
た
ち
の
姿

―むのたけじさん

（100歳）の力強い訴え

に万雷の拍手ー 
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ン
に
は
「
障
害
給
付
に
お
け
る
介
護
優
先

に
つ
い
て
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
、

地
域
支
援
事
業
へ
の
移
管
に
当
た
り
、
介

護
保
険
給
付
だ
け
で
な
く
、
地
域
支
援
事

業
（
第
一
号
事
業
の
み
）
も
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
優
先
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

ま
た
、
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
適
用
関
係
に
関
す
る
通
知
も
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
確
定
版
が
出
さ
れ
る
前
の 

三
月
三
一
日
に
、
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
機

能
か
ら
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
場
合
は
、

基
本
的
に
は
、
こ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
わ
る
保
険
給
付
ま
た
は
地
域
支
援

事
業
を
優
先
し
て
受
け
、
ま
た
は
利
用
す

る
こ
と
と
な
る
」
等
の
一
部
改
定
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

   

地
域
支
援
事
業
（
第
一
号
事
業
の
み
）

は
、
①
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
②
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
③
そ
の
ほ
か
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら

な
り
、
う
ち
①
②
は
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
種

別
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
以
下
の
四

点
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

①
基
準
を
緩
和
し
た
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
が

含
ま
れ
て
い
る
②
現
行
の
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る

が
、
状
態
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
明
記
③
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
主
体
の
移
動
支
援
が
設
け
ら
れ
た

④
そ
の
他
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
へ
の
見
守
り
の
提
供
が
設
け
ら
れ
た 

   

つ
ま
り
、
障
害
者
が
介
護
保
険
の
対
象

と
な
っ
た
際
、
専
門
性
を
持
た
な
い
者
に

よ
る
支
援
が
優
先
さ
れ
る
可
能
性
が
拡
大

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
財
政

面
や
一
定
以
上
の
所
得
者
の
二
割
以
上
の

自
己
負
担
な
ど
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

社
会
保
障
費
の
徹
底
抑
制
の
中
、
介
護

保
険
統
合
も
！ 

   

四
月
下
旬
に
開
か
れ
た
社
保
審
「
介
護

給
付
部
会
」
で
、
三
重
県
名
張
市
長
が

「
近
い
将
来
、
介
護
と
障
害
を
一
元
化
す

る
方
向
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
運
動
も
し
て
い
き
た
い
」
と

の
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
ま
す
。 

政
府
の
各
種
諮
問
機
関
で
も
、
徹
底
し

た
歳
出
の
見
直
し
と
し
て
、
「
社
会
保
障

の
見
直
し
」
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
軍
拡
方
針
や
大
企
業
の
法
人
税
引

き
下
げ
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
介
護
保
険
の
切
り
下
げ
」
「
障
害
分
野

の
介
護
保
険
へ
の
統
合
に
よ
る
、
障
害
福

祉
の
さ
ら
な
る
切
り
下
げ
」
の
道
筋
に
一

層
不
安
が
募
り
ま
す
。 

◇
「
障
タ
イ
ム
ズ
」
は
、
年
間
購
読
料
五

千
円
（
月
三
回
程
度
発
信
）
希
望
者
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
記
事
の
厚
労
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
厚

労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。 

日
本
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
六
月
二
二
日

発
行
「
障
タ
イ
ム
ズ
」
の
見
出
し
は
、

「
さ
ら
に
深
ま
る
介
護
保
険
優
先
原
則

問
題
！
統
合
論
も
再
び
浮
上
？
」
で

す
。
要
約
し
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

昨
年
成
立
し
た
医
療
・
介
護
総
合
法

に
よ
り
本
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

の
大
幅
な
見
直
し
が
始
ま
り
、
給
付
抑

制
策
や
利
用
者
負
担
増
等
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
要
支
援
１
、
２
の
者

は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
地
域
支
援
事

業
に
三
年
か
け
て
移
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
自
治
体
間
格
差
の
拡
大
や
サ
ー
ビ
ス

の
後
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

そ
ん
な
中
、
六
月
五
日
、
厚
労
省
老

健
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
に
『
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
』
の
通
知
が
出
さ

れ
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
確
定
版
）
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

―不安募る福祉 

       の動向 － 

絵本の 

 紹介 
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  「差別」をめぐって 

                   
  差別は一つの原因や背景で作られるものでは

ないことを、折に触れ書いてきた。差別は無知

から生まれる。確かにそうだ。では正しい「知

識」の理解とはなんであろうか。回答は難しく

単純な組み合わせではないことがわかる。だ

が、今回は少しここにこだわってみたい。 

   知識の正しさを一応保証してくれるのは、

「科学」という知識の体系である。しかし、科

学的思考とは、あくまで真理を求める仮説の積

み重ねであって、およそ「絶対的な正しさ」と

は反対に位置する。今日、ＡはBであるが、明日

には、否定されるかもしれない。その積み重ね

と柔軟に批判を受け入れることが科学的思考な

のである。言い換えれば、科学的思考には、事

実や新しい説明を受けれる謙虚さが求められ

る。この点が、「科学」の肝要なところであろ

う。 

  しかし、科学は時々モンスターを生む。若干の

科学的知識をもとにしばしば謙虚さを忘れ去

り、傲慢にも自分の説が正しいと言い放ち、異

なった意見を無視したり攻撃したりする人物が

あらわれることがある。これは科学的思考とは

無縁な人物であるが、我々には見分けがつきに

くい。おまけにそれなりの観測データだとか、

統計学的に計算された数値を突きつけられると

なかなか疑問を私たちはもちえない。「科学」

はこのように時に失敗する。ハンセン病と医学

がその典型例だ。では科学以外の基準はないだ

ろうか。 

   もう一つ、正しい理解の基準がある。それは

人権だろう。人の存在を傷つけるか否か、存在

を否定するかどうかの基準である。差別は人を

傷つけ、人の存在を否定する行為である。その

考え方がどんなに精緻であっても人を傷つける

のならば、それは正しい考えとは言えない。これ

を正しさの基準として考えるべきだ。人を生か

す、応援する基準である。 

   おりもおり、「科学」だけではまずいのではな

いかと思わせる事件がソーシャルネットワークで

最近おきた。ある内科医が自分のFacebookに

「障害児を産んだ母親は反省すべきだ」と障害の

原因を母親の妊娠から出産に至るまでの行動と思

考に責任があると自説を展開したのである。これ

によって多くの母親や障害当事者が傷ついた。む

ろん、多くの批判が寄せられたが、彼は自説を曲

げず、謝罪もしない、聞く耳さえ持たない姿勢に

さらに批判が寄せられ、世に言う大炎上となっ

た。 

   日本国憲法には確かに思想信条の自由、表現の

自由が規定されているが、人を傷つけてまでは許

されるわけではない。この内科医の考えは憲法の

規定を超えている。つまり誤った考えであり、多

くの人を傷つけ追い込んでいる。つまり差別者

だ。それが一応、医師免許を持つ「医師」から発

せられているのだからさらに罪は重い。信じる人

もいるかもしれないし、それによって行動を起こ

すかもしれない。差別者が差別者を作っていく。

今、彼に言うべきことはしない。大炎上に加わっ

ても見下している彼の姿が見えるだけだ。ただ、

彼が今後も振りまいていくであろう差別的思考に

は徹底的に批判しなければならない。 

   そのためには私たちが見習うべきは、正しい知

識を絶えず見直し、人権を深く考え、傲慢になら

ず、謙虚に思考錯誤しながら繰り返していくこと

だろう。時間はかかるがこれ以外にないと思われ

る。 

 旭 洋一郎（長野大学教授） 



 ◎問い合わせ 県推協事務局まで  TEL/FAX ０２６（２６４）５２５６ 

                                                              E-mail ; suishin2007@yahoo.co.jp 

 2015年 6月28日 420号      参加と平等 県推協新聞         （第三種郵便物認可）（８）                       

  


